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の資格取得に関係しないもの」では 1 年（76.8％）、2 年（21.6％）、3 年（0.1％）であり、






た、実施期間では「特定の資格取得に関係しないもの」1 週間未満（28.2％）、1 週間～ 2 週
間未満（15.8％）、2 週間～ 3 週間未満（25.6％）、3 週間～１か月未満（8.0％）1 か月以上
（3.1％）、「特定の資格取得に関係するもの」1 週間未満（11.7％）、1 週間～ 2 週間未満（32.1
































学年は 1 年が約 8 割近く、実施時期は夏期休業中が約 4 割で、実施期間は 1 週間～ 2 週間未



























を 1 週間（短期）または 2 週間（長期）としている。短期、長期の 2 科目を設定したのは、受
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生活科学科 5名 5名 15名
ビジネス社会学科 12名 26名 32名
製菓学科 － － 14名



























学　科 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
インターンシップ参加者 15名 14名 32名 61名
小学 1名 0名 0名 1名
中１ 1名 0名 2名 3名
中２ 11名 8名 21名 40名
中３ 0名 0名 1名 1名
高校 0名 2名 0名 2名
合計 13名 10名 24名 47名






生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
１日 0名 1名 2名 3名
２日 5名 0名 4名 9名
３日 5名 4名 11名 20名
４日 1名 1名 1名 3名
５日 2名 0名 1名 3名
７日 0名 4名 5名 9名
合計 13名 10名 24名 47名












































学　科 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
有効回答数 17名 13名 30名 60名
就職活動に役立つ 16 13 26 55
単位になる 2 1 8 11
先生の勧め 2 0 3 5
友人の勧め 1 0 0 1
保護者の勧め 1 0 0 1
得た知識を生かすため 0 1 1 2
社会勉強のため 13 9 23 45
有意義な夏休みを過ごすため 0 1 0 1









べてよかった」に 2 点、「学べてよかった」に 1 点を配点し、学科ごとにまとめたものとなっ
ている。
表６　事前学習で学んだこと（複数回答）
学　科 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
企業組織・ビジネスの理解 17 14 33 64
キャリアプランニング 13 21 39 73
企業が求める人物像 15 13 26 54
企業研究 8 14 33 55
コミュニケーションとマナー 18 14 34 66
口頭で行うコミュニケーションの基本 12 13 31 56





















































































待する」に 2 点、「期待する」に 1 点、「あまり期待しない」に－1点を配点し、学科ごとにま
とめたものとなっている。
表７　インターンシップに期待すること（複数回答）
学　科 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
自分の進路を決めるのに役立つ 26 25 52 103
職業の適性がわかる 19 21 39 79
就活へのやる気につながる 24 18 43 85
大学での学習意欲につながる 13 15 15 43
これから学ぶべきことが見つかる 21 20 35 76
専門分野の知識向上につながる 23 17 32 72
ビジネスマナー修得に役立つ 23 19 48 90
ビジネスでの人間関係の理解ができる 19 13 44 76
ビジネスでの仕事内容の理解ができる 24 19 47 90
仕事の厳しさを知る 28 9 49 86
自分の責任感を増すことができる 27 20 41 88
仕事のやりがい、楽しさを知る 24 21 41 86


































































































































　 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
１週間 7名 18名 28名 53名 73.6％
２週間 7名 2名 8名 17名 23.6％
３週間 0名 0名 0名 0名 0％











































































































































































































































































　 生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
サービス業 9名 8名 20名 37名 51.3％
製造業 2名 0名 2名 4名 5.5％
卸売業 2名 1名 2名 5名 6.9％
小売業 2名 10名 6名 18名 25.0％

















































「得ることができた」に 1 点、「あまり得ることができなかった」に - 1 点を配点し、学科ごと
にまとめた表となっている。
表10　インターンシップで得られたこと（複数回答）
生活科学 製　菓 ビジネス社会 合　計
自分の進路を決めるのに役立つ 10 21 30 61
職業の適性がわかる 8 18 12 38
就活へのやる気につながる 9 19 29 57
大学での学習意欲につながる 5 14 17 36
これから学ぶべきことが見つかる 6 9 15 30
専門分野の知識向上につながる 7 12 28 47
ビジネスマナー修得に役立つ 12 20 42 74
ビジネスでの人間関係の理解ができる 11 23 36 70
ビジネスでの仕事内容の理解ができる 13 18 38 69
仕事の厳しさを知る 14 24 41 79
自分の責任感を増すことができる 14 22 33 69
仕事のやりがい、楽しさを知る 12 16 32 60


































































































































































































































































して修得していくということである。また、2 週間から 1 ヶ月程度の長期インターンシップは
「能力開発のためのインターンシップ」ととらえることができる。長期のインターンシップを
行うことで、その仕事に対する適性や必要な能力を知り、現場の中でその能力を修得していく
ということである。インターンシップの実施期間によって教育効果の目的を分けることで、イ
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ンターンシップでの経験を学習成果に結び付けていくことができると考える。
つぎに今後の課題について考察する。一つはインターンシップ受け入れ先の開拓である。現
在の受け入れ先は、本学キャリア支援グループによる紹介とリクナビやマイナビ等の就職ポー
タルサイトからのエントリー、教職員からの紹介が中心となっている。今年度は39社がイン
ターンシップの受け入れに協力してくれたが、受け入れ先の開拓には非常に困難を極めた。来
年度以降、「インターンシップ」の履修者が大幅に増えたときに、受け入れ企業をどのように
増やしていくかがこれからの大きな課題である。次にインターンシップの実施時期の問題であ
る。本学ではインターンシップを 1 年次春学期に設定し、夏季休暇中を使ってインターンシッ
プの研修を行っている。ほとんどの企業が夏季休暇中にインターンシップを実施しているが、
旅行関係などの一部の企業ではこの時期が繁忙期ということもあり、他の時期を希望してくる
ケースもあった。また、テーマパーク関連の企業では、6 月から12月までの土日祝日にイン
ターンシップを行うケースもあった。このように企業側のインターンシップ実施時期に学校側
が対応できていない問題が生じている。事前事後の学習とインターンシップを両立してこそ教
育的効果があると考えているため、事前学習の時期についても今後検討が必要となっている。
また、上記の問題にも関係するが、本学の現在の「インターンシップ」が企業主導型になって
いることが挙げられる。本来であれは産学協同型が望ましいのであるが、企業のインターンシ
ップに合わせて大学や学生が動いているのが現状である。自社の認知度を高めるためにインタ
ーンシップを実施している企業が多数あることは上述したが、学生にとっての教育的効果を高
めるためには企業側と学生側のニーズをすり合わせていくことが必要である。
インターンシップには産学共同型と企業主導型があると前述しているが、アメリカの
CO-OP教育の流れをくむ「産学共同型」で京都産業大学が2000年から長い年月をかけて構築
され、実施されている「日本型コーオプ教育」に今後のインターンシップの効果的な体系を見
ることができる。その体系はキャリア教育プログラムの一環としてインターンシップを位置づ
け、「オン・キャンパスでの学び」と「オフ・キャンパスでの体験学習」を組み合わせ実社会
から乖離することのない「根幹的実力の養成」を目指している。キャリアプラン領域科目
（「21世紀と企業の課題」「自己発見とキャリアプラン」「大学生活と進路選択」の 3 科目でオ
ン・キャンパスに当たる）から問題解決系科目群、インターンシップ系科目群、フィールドワ
ーク系科目群（オフ・キャンパスに当たる）総合仕上げとしてキャリアデザイン系科目群「キ
ャリアRe・デザインⅠ」「キャリアRe・デザインⅡ」（オン・キャンパスに当たる）が配置さ
れている。科目間の有機的連携がなされ、学生には知識と実地体験とを融合しながら学ぶ仕組
みが提供されている。
今年度から短期大学部で全学的に「インターンシップ」を実施したが、参加者のほとんどか
らインターンシップに参加して良かったとのアンケート結果を得ている。短期、長期ともに教
育的な効果があることも明らかになった。今後は上述した課題に取り組み、上述した「オン・
キャンパス」「オフ・キャンパス」の概念を取り入れながら、キャリア形成科目群との有機的
インターンシップとキャリア教育
─ 17 ─
連携を図り、より充実した「インターンシップ」を展開していきたいと考えている。
【注】
１）特定の資格取得に関係しないもの
２）日本インターシップ推進協会による
３）「日本再興戦略　改訂2014」の中で中小企業を含めた企業等へのインターンシップの普及・定着
を図ることが平成26年6月24日の閣議で決定された。
４）文部科学省（2010）「中学校職場ガイド」（URＬ, http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
career/05010502/026/001/__icsFiles/afieldfile/2010/03/25/1230638_001.pdf）
５）上記のほかに、採用経路の一つ（62.0％）や大学との関係強化（33.4％）など、インターンシッ
プを通して、優秀な人材を確保したいという企業側の思惑も感じられる。
６）インターンシップを実施していない企業も受け入れ側の社員の負担が大きい（54.4％）、どのよう
なメリットがあるか分からない（22.1％）と企業側がインターンシップの必要性を理解していない
ことがわかる。
７）生活科学科は80名の在籍だが、介護福祉コースの在籍数を引いた59名で算出した割合である。
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